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論議 し妓野は酸素及び水素間D風 底に應朗 して共の反應機酵を研究 しつSあ る。
此の研究法の主旨は次に擧げる簡單なる數式を以つて示すことが出來るc・
哥 一詈 一岳 書 一K審(・)
詈 は鷹 系の温度嚶 化であつ・黝 ・よるものであ・・一穿 ・躍 系・.そ
の鬮 との脚 變化・よる冷却激 であつ・芸 一詈 は飃 系・牌 嚇
・伽 場合・繍 速慶であ・・贈,・騨wは 反緜 ・贓 で・つ藩











物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
(堀 場{霞 古)簡 翠な る硝 子製 力.卩喞メ ー タ ー に
(4S)(月;揚.卩.ra-Y3)よるイ匕'㌍」反磁 ∠丿熱 角争膨「(第 一霤艮}一 ヤ、、
測定し・鮒 ば一釜 ・'e・・mUlこより蹠 孅 窘 覦 ・求め・飄 ・徠 ・.・應
が瑚 系鯲 て行はれる場齶 皰 接齪 す・事姻 難であ・欟 想醐 瀾




・事… つて蠏 の温度嚠 ヒ」噐は直擲・測定・楸 ・.然し咢 ・測定・







本破 祕 要な・颱 系の詈 轍 ・1・龍 して鰍 礫 な・加 ・・
一ターを必要 と.するoLOち第… 鬪はコゆ 装 置を示 した ものでAは デSワ ー漑 よn
な るカ ・ リメーター を恒湿槽 に浸 した もので ある。光化學 反應 の研究の 囗的 の爲
め とのデ3ワ ー瓶の 内側の管帥ち ゐは徑約3糎深 さ約 ユ5糎の透 凋なるdad:管で外
俾ゆ 管 は並冊 か らなqa:;る 石英板力・らなる窓 を持 つてゐる・Bは ベ クマン塞
曠 計で その水銀球は αなる窓 に逹 しない位{置に置かれてある。Cは{qr約2粍の透
明 石英 捧で作っ た攪拌器で 二つの輪 をイrしてゐて機 陵的 に上下に運動 する ことに
ょって.カロリメーター内の液體 を攪 拌する。D(a加黙器で あつてbizI-u(d)の先
に付 した白金線(d')は螺旋の部 分が徑0.1粍で眞iiの部分が0.5粍であって硝 予
管 内で水銀に よnEと 接績 されてゐる。 この装 置を珊ひて實驗 を行ホ忙{ま
先 づ一定量の711Trgiaリメーターに入Ai加魚器にて既知の電流 によ り加 熱 して.そ
一(原 報)一
(堀 場 偉 吉).箇 畢 な る硬 子 製:カ』ロ リメ.幽一 タ.一に
(.馬あ臣11出男,よ るイ匕尋玉反.應藍φ熱 角断(第 一 毒艮)


















の一詈 瞰 し・・の加 ・・一ターの蛸 量
Wを測る。然る後先に加へた水 と.1河容量め過酸
化永素液を加へて光分解を行は しめその場合の
罟 繝 定 し飃 搬 一dxatを求め・のであ・,
カ.囗9f一 ターの 水當 量
先づ加熱器の♂なる白金線の抵抗をホヰ冖.F











から黼 的に渡 の上昇書 を
實測する。或る時間の後電流を









(堀揚 信 吉)簡1虞な.る確手製 力戸サメーターに
(50)槻 場日田男).よ る化94ti廳の黙豚忻(第 一糧)
物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
温 度 の0.ru的 變 化 の 曲 線 は 第 二 副 τ示 す 如 くで あ るo此 の 賓 驗 に 就 て(1)式 を 應
.用す る .とき は
dT _dT'_9.....................................................Cl')dtde一一W
釜 蔽 嚇 ・蠍 衄 切か・・られ蓄 鯔 麟 刊・線皀嚇 舳 線
の正切 か ら得 られ る。qは 單 佐時間 にjJaリメーターに與5た る熱 量,Wは 此の








dT・ゐ 一+砌'一 一品 (4)
q.は白金線の抵 抗R及 び通 じた る電 流iか ら
0.2387♂R冒ワ
と して計算ヵ唱 來る。此疆 に於 てカ ロ リメークーのzk當量Wl凝4)式 か ら容易に
計算が出來 る。
レ 第 一 表(賞 驗1)
水25℃ 附 近に於 て50cc
電流0231ア ンベヤ ー
しコ コ 　
-`A抵 抗3 ・699オ ー ム




物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
(堀 場,,:吉〕 簡 單 な る'A9子製:カq.リ.メーダrに
(屠場 口Ili.男〕 よ るイヒ号』反鷹 ¢P熱角望右斤(第 一 報} (blj
層
」































・ア ンベ ヤ ー
オ ー ム(25℃ に 於 て).
2bｰC
邑
















































53)(混嬲 躙 鋤 よる化學反慮n熱 解析`第 一報}

































































































































昌ユ ー トン法則 に從ふ ことが 明かで ある。.今これ等 の=?均値 を用 ひてW.を計算す




物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
(era塲信 吉 、 簡 單 な る確子 製.カロYメ.r.タ_に



































可 な りよ き一致 を示 し,其 の











































(堀場 信 吉)簡 翠なる研子製カロ濁メーターに













が恒温繖と一棚 こなつ尢時を待つて石英水銀孤光燈よりの光 をαなる窓を邇 じて
カロリ}一ターに投射 した。其の瞬間から碍間的に温度の上昇を讃み光 を蓮斷 し




ae+た7一 藩 一筈 一K書'(1'7
實驗結果は次表に示す如 くである。
























物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
(堀 場 信 吉)簡 單 な る硝子 製 力 ロ リメ 卩 タ ーに


































































































































































































(馴 場.信 古 》 簡 單.hb.磆子 製 力.vnメー グ.」1ζ
《56.)(馬 毛島日出 男).よ るイ匕m反 臟 の嶷聾解析 《節 一報 ♪















第 六 表(實 驗VI)
25℃ にて50㏄ をとる







































































4卜2H_0,→2H.0十〇:の 反應の發 熱量 を .44.8gcal.とすれ ば1mo!に 就 て
Q=22.4Kcalであ る。伺 ほ賢験Iv,V,VI,に 於 て白金 は觸媒作 用をなL過 酸





物理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
(堀 場 信 吉)簡 單 な る誚 子 製 力 凵 、Pメー .ター に
(」嘔場 日齪{男⊃ よ.るイヒ哩降反慮 め熱 解析(第 一報} (b7)
量 には其 のLira:が必要 となる。.即ち切 り.取つた白金線 の重 量as.45g。共 の水當
量 召0.01417cal'dtにW=60.21-O.OI=60.2cal.を使 用 した。實験IV,V,VI,
・ り上齣 騨 翻 ひ・a=asを求め・ ・れ よ り一掫 駛 麟 蹤 ひ そ魄
齦 数 を求 める・靴 八,燉 の如 くな・.・ のdxの 値 ・各鵜 四 獺









4 vb 0,0001452 .u.5fi40として
5 41.03 0.OOOldO1 o.co_sso
s u7.6 0,0001392 0.00379
7 73.36 o.oooiaoo O.OM23]
3 91.0 0.0001"SO 0.002273









4 is$a ooooixa .
b 21.9 O.OOOIu38 一3LD5}LOと して
s 30.08 o.oooisoi o.oossu
7 41.7b 0.00014fi2 0.003539
8 63.99 0.0001409 0.OC2205
一(原 綴)一
一 ■■■■a■■■■■■■■ 噛■一_麁_昌属一_凸__一.
●(堀 掲 信 宵).簡 單 な る蔚 子 製 力n.リメ ー 〃'rに


















1 ss 0.COO14認 6,5分を0と して
2 14.: 0.COOI413 0.002エ50一 一
.一 3一 is.as 0.0001391 o.oo2isa
.
9 243 o.ocoiss4 o.acscso
5 31.1 α0001360 哂 0.002253
6 39.25 0,00}慍2 一
7 67. o.aonisss o.oosiuo
8 53.5 o.cooi2ia o.ooassc
9 110.0 O.OOIIIai 一
不均 0.003196
上述め結果を通覧するに第一次反應速度として共の速度恒數 は可な り:の一致 を
示 してゐる。
次に上蓮の熱解析を實際化學分析法に よる反感速度の測定 とIt較研究 を行つ
た。自1ち賞驗IV,V,VI,に用ひたと全 く.同じ濃匪の試料に就て同 じ裝置を用ぴ





d蹲eg 伽 Ccor. k[、,
a 1.334 1君78
40 1.350 i.2δ1 o.oozzoo 0.0001541
層
70. 1.178 i.isa O.OOwll 0.000144"
一(原 報}一
物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
(堀場 信 吉}簡 翠なる確子製 力.卩.リメーターに









































第 十 二 表
嵶
DI
fa 偽 Ccar. た
dt
脚
a L293 iss7 一 一 一
20 1.230 1.331 o.oors.a 0.0001505
葡 i.ics i.icc 0.0021S5 0,0001廻6
so 1.Oil 1.079 0.002108 0.0001320
110 1.007 1.010 O.OD2$U50,0001232.
騨
1柚0.0002










{嬲H出 男) .よる化學反慮の熱1撕(第 一報)
物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
第 六.圖 な らね。 その補iEは第六圃に よ.つて行 つ
た・此備 によつ・徽 審 の値睇








きカロ リメーターを用ひて熱解析 にょ り
化輙 繭 度の瀧 し得・魏 蹴 である.但レ籌 礁 蹴 いて第三 四3i
鬧に示すが如 き偏差を示 してゐるaこれは喜人のNluた反應熱Qに 幾分の=x
あ・ぺ く傭 且つ酸素の鮹 によ・皸 を要すべきを以つて(・楓 の+kr
・・臨 騎 闘 ひた鰍 鰤 ・よpdtfa化嬲 掀 よつて勲 齦 を豚Qを
計算すると家表の如 くである。





47.C8 O.Ob2Y2 O.OWIu34 20.45
59.5 0.04993 o.oooia7s SO.認.
7330 aoas.38 0.0014ｰ9 zusa
9LO 0.04Gb2 O.OOOI37S 19A5
ioo.a 0.04&08 o.osoisso 30.5
14:0 o.oazis 0.0001235 30.59




















物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
'堀場 信 吉 〕 簡 單 な る磆 子製 カ ロ サメ ー タ ーに




















2`.3 0.05150 o.oooiass 20.n
31.7 0.05082 (.0001471 2J.49
39.25 0.049bu O.OCO14ia 20.64
5:.0 0.04138 o.oooisss 20.73
Sl.b 0.04502 0.0001313 2D.BG
uo.o 0.44299 0.0001.1.3"_ X1.00
不均20.io
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